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１．施策の目的等

２．事業費・人件費等の推移

３．指標実績の推移等

2 消防通信施設の整備

消防施設の整備

人件費計（E）＝（B）＋（C）＋（D） 千円

トータルコスト(A)＋(E) 千円

令和2年11月05日施策評価シート

施策の目的

　消防施設の利活用の促進、統廃合及び長寿命化を図るため、「公共施設等総合管理計画」に基づき今後の消防・救
急需要を見据えた施設の総合的な整備を進めることを目的としています。

施策を取り巻く現
況や市民ニーズ

等

　通信指令センターでは、高機能消防指令システムを活用して、年間5万件を超える緊急通報に対し、災害地点の特定
から災害規模に応じた消防車両を効率的に出動編成して、消防活動に必要な災害支援情報などを統制しながら、災害
事案の完結まで、迅速かつ確実に処理ができる体制を確立しています。
　また、音声通報が困難な聴覚・言語障害者からの通報を、携帯電話やスマートフォンで受け付けるNet119緊急通報シ
ステムや、ファックスで受け付けるFax119を備えるとともに、救急車の要請可否判断を補助する救急受診ガイドや災害
発生時にリアルタイムで情報発信するメール配信システムを活用することで、更なる市民サービスの向上に努めていま
す。
　そのほか、従来からアナログ方式（150MHz 帯）により運用されてきた消防救急無線は、平成28（2016）年5月31日を
もって撤去が完了し、デジタル方式（260MHz 帯）へ移行しました。
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４．施策の評価

今後の課題

①消防救急無線維持管理事業では、消防救急デジタル無線の耐用年数を見極める必要がある。
②通信指令システム維持管理事業では、令和6年度に高機能消防指令システムの全部更新が控えていることから、高機能消防指令システム
の安定かつ円滑な稼働の実現に向けて、調査研究が必要である。
③内部情報システム維持管理事業では、情報資産などの管理や運用方法について、情報セキュリティポリシーが遵守されているかを検証す
るための監査が必要である。

今後の展開

①消防救急無線維持管理事業は、消防救急デジタル無線の耐用年数を他機関を通じて研究していく。
②通信指令システム維持管理事業では、高機能消防指令システムの全部更新に向けて、各種課題などを抽出し、高機能消防指令システム
の安定かつ円滑に稼動するよう取り組む。
③内部情報システム維持管理事業では、職員を対象とした情報セキュリティ研修における意識の啓発を図るとともに、情報セキュリティポリ
シーの遵守を検証するための監査を行う。

指標の分析

　令和元年度の通信指令機器は、通信指令機器整備計画どおり更新されている。

①消防救急無線維持管理事業では、消防救急無線設備を保守業務委託することにより、障害などのトラブルもなく円滑な運用ができた。ま
た、デジタル無線基地局などの法定登録点検や無線機器を計画更新した。
②通信指令システム維持管理事業では、消防通信機器整備計画に基づき、高機能消防指令システムの一部を更新するとともに、保守業務
委託により適切な維持管理ができた。
③内部情報システム維持管理事業では、パソコンなどの機器類及び、各種ネットワークシステムを保守業務委託することにより、適切な維持
管理ができた。また、職員を対象とした情報セキュリティ研修を行い情報セキュリティの無事故達成に貢献した。

これまでの主な取組と成果



５．構成事務事業の評価

構成事務事業の
適当性

　消防通信施設の整備に向けて、通信指令システム維持管理事業では、指標における計画整備が着実に進行しているこ
とで、当該システムの安定稼働に繋がっていること。内部情報システム維持管理事業では、保守業務委託や情報セキュリ
ティ研修により、情報セキュリティ等の無事故達成率が維持されていること。消防救急無線維持管理事業では、機器の更
新や保守業務委託をすることにより、指令管制業務が停止するなどの障害などのトラブルがなく円滑な運用ができているこ
とから、構成事務事業の適応性は高いものと評価する。
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